
2006.11.22  平成 18 年_第４回定例会（第１日目） 

＜質 問＞ 

私は、区議会公明党を代表して、通告順に従って一般質問を行います。 

 初めに、文化・芸術振興についてお伺いいたします。 

文化・芸術は、人々に楽しさや感動、精神的な安らぎや生きる喜びをもたらす

だけでなく、豊かな人間性を涵養し、創造性をはぐくむものです。また、文化・

芸術の持つ力は、他者との協働を通じて地域社会全体を活性化させ、魅力ある

地域づくりに貢献します。 

 こうした文化・芸術の力をさらに広げていくため、平成 13 年 12 月、文化・

芸術振興基本法が施行され、国における基本理念が示されるとともに、基本方

針が閣議決定されてから５年が経過し、次の基本方針策定のための見直し作業

が進む中、ことし７月には中間まとめが公表されるなど、今後のさらなる文化・

芸術振興への取り組みがなされております。 

 そこで、本区における文化・芸術のさらなる振興を期待して、何点か質問い

たします。 

 １点目は、（仮称）品川区文化芸術振興条例の早期制定についてであります。 

 私ども区議会公明党は、これまで昭和 59 年の第１回定例会で文化行政につい

て質問し、全庁的な推進体制の整備や文化行政懇談会等の諮問機関設置などを

提案し、61 年第１回定例会では、同年２月の文化振興事業団設立を受けて、（仮

称）品川区文化振興条例制定を提案して以来、平成４年第２回定例会、平成 15

年第１回定例会でも強く要望してまいりました。 

 区として条例を制定する意義は、１点目に、条例として議会の議決を経るこ

とによって、区の総意としての性格を帯び、文化行政の積極的方向性がより明

確になる。２点目に、文化の担い手である区民の自主性と創造性を最大限に尊

重することを規定するとともに、行政の役割をいわゆる条件整備的なものに限

定することによって、文化への干渉や介入をしないことが一層明確になる。３

点目に、文化行政は総合行政であり、行政の文化化を推進するに当たっては、

他の条例等によって行われている諸施策との関係で条例であることが望ましい

との３つの理由を挙げて必要性を提言しました。その際のご答弁で、条例の必

要性へのご理解はいただいたものの、制定に向けての具体的な取り組みはいま

だ見えておりません。このたび濱野新区長が誕生され、あすの品川を構築する

上で文化・芸術の振興は欠かすことのできない施策であると考えます。 

 近年、子どもたちをめぐり、さまざまな問題がクローズアップされる中、豊

かな心をはぐくみ、生きる勇気と希望を不える文化・芸術の振興をさらに推進



させるためにも、（仮称）品川区文化芸術振興条例の早期制定を改めて提案い

たしますが、ご所見をお伺いいたします。 

 ２点目は、文化・芸術コーディネーターなどの専門的な人材の活用について

であります。 

 文化・芸術を振興させていくためには、拠点の確保やアーティストへの支援

とともに、それを担っていく人材の確保が重要であると思います。そこで、文

化・芸術活動の意義をよく理解しながら、必要なときに必要な場の提供や行政

等の支援策についてのアドバイスをし、区民や行政と芸術家の橋渡し役をする

など、文化・芸術を区民にとってより身近なものにするための存在として、文

化・芸術コーディネーターを導入するよう提案いたします。 

 ところで、平成 16 年６月に地方公共団体の一般職の任期付職員の採用に関す

る法律が改正され、採用の範囲が拡大される中で、より専門的能力を持った人

材を任期つきで正規職員として採用できることになりました。団塊世代の大量

退職による優秀な人材の確保などが課題となる中で、今後、この制度をどのよ

うに活用していかれるのか、本区における文化行政のさらなる拡充のため、ぜ

ひ制度の有効活用を図り、文化・芸術コーディネーターなどの人材確保を図る

よう提案いたしますが、それぞれご所見をお伺いいたします。 

 ３点目は、未来を担う子どもたちが本物の芸術に触れるための機会の拡充に

ついてであります。 

 これまで本区では、小中学校での音楽・演劇鑑賞教室や能・狂言などの鑑賞

教室、町の人々に学ぶ授業など地域の協力もいただき、茶道や華道、大井権現

太鼓など文化芸術・伝統文化を通して、子どもたちの人間性をはぐくむ教育に

力を入れてこられたことは高く評価をいたします。しかし、近年、子どもを取

り巻く環境は、以前と比べて大きく変化をしており、小さいときからテレビや

ゲームなどに遊びの多くを費やし、バーチャルなものに触れる機会が圧倒的に

ふえております。本区でも講演された東北大学の先生によると、ゲームなどの

バーチャルなものだけでは脳は発達できないと言われております。 

 ことし３月 22 日の参議院文教科学委員会での質疑の中で、私ども公明党の参

議院議員は、パソコンで送信された「ありがとう」の５文字と、相手が目の前

にいて目を見ながら心から言われる「ありがとう」など幾つかの「ありがとう」

の例を引いて、言葉にも温度があるということを子どもたちに伝えていくこと

が大切であり、本物に触れさせることがいかに大切であるかを力説する中で、

今年度から国立劇場等に修学旅行生用の優待席を設置することが実現いたしま

した。議員は元プリマドンナとしての自身のさまざまな体験をもとに、文化・

芸術振興に力を入れて取り組んでおりますが、私も 20 年ほど前に所属した劇団

で全国の小中学校を回り、体育館で子どもたちに「奇跡の人ヘレンケラー」と



いう劇を演じた経験があります。当時は校内暴力が盛んで、特に首都圏の中学

校では、時間になっても開演できないほど生徒が騒いでいましたが、始まると

同時に静かになり、終了後には騒いでいた生徒ほど興味津々に近寄ってきて、

握手を求めることもしばしばありました。役者の力量はともかく、今思うと、

「ヘレンケラー」という本物の劇を通して子どもたちが言葉の温度を感じ取っ

てくれたのだと理解をしております。 

 文化庁では、「子どもたちに本物の感動を！」と題して、平成 14 年から本物

の舞台芸術体験授業を行い、演劇やバレエ、オーケストラなどの一流の団体を

学校に派遣して、子どもたちにとって一生の思い出となる貴重な体験のお手伝

いをしております。また、東京都でも子ども向け舞台芸術参加・体験プログラ

ムを平成 16 年から実施して、アウトリーチと言われる芸術家が学校や児童館な

どに出向いてのワークショップなども行っております。 

 本区においても、既にこうした事業を活用している学校もあるかとは思いま

すが、いじめ問題などが取り上げられる中で、感受性の強い小中学生の時期に

人の心の痛みを理解できる豊かな心をはぐくむために、以前にも我が党の議員

が要望しましたが、せめて１年に一度はこうした事業を通して本物の文化・芸

術に触れる機会を子どもたちに提供されますよう、各学校へのさらなる周知を

行うなど取り組みの強化を要望いたしますが、ご所見をお伺いいたします。 

 次に、防災対策についてお伺いいたします。 

 平成７年１月の阪神・淡路大震災から来年で 12 年となります。これまで我が

国では、平成 16 年 10 月の新潟県中越地震や昨年３月に起きた福岡県西方沖地

震など大地震が頻発し、首都圏においても首都直下地震がいつ発生してもおか

しくない状況の中で、昨年７月の最大震度５を記録した千葉県北西部地震は記

憶に新しいところであると同時に、エレベーターの閉じ込め被害が相次ぐなど、

新たな課題が浮き彫りになる中、ことしの５月には東京都が首都直下地震によ

る新たな被害想定報告書を策定いたしました。私は、これまで本会議などさま

ざまな場を通じて、防災対策について提案も含めて伺ってきましたが、今回は

この東京都が策定した被害想定を踏まえて、本区の地域防災計画見直しなど何

点かについて質問いたします。 

 初めに、本区における地域防災計画の見直しについてお伺します。 

 １点目は、都の被害想定の活用についてであります。 

 本区が予定している地域防災計画の見直しについては、都の内容との整合性

が図られるべきと認識しておりますが、都発表の本区の被害想定に対しての見

解と今後、見直しの中でどのように活用していくのか。また、今回都が独自で

取り入れた 250 メートルメッシュという精度の高い被害予想データの提供を都

に要請し、連携を図りながらの見直しを要望いたしますが、それぞれのご所見



をお伺いいたします。 

 ２点目は、広域避難場所の見直しについてであります。 

 震災時に火災の延焼等の拡大により学校等の避難所に危険が迫った場合、都

が指定しているオープンスペースである広域避難場所への避難を行うこととな

っております。しかし、一部の地域の方からは、遠過ぎて現実的ではないなど

の意見をいただいております。これまでも地域防災計画の見直しにあわせて広

域避難場所の変更が何度かあったかと思いますが、再度実態をよく調査した上

で、今回、都の計画見直しに際して、地域の意見を反映した区の考え方をしっ

かりと伝えるとともに、実態に合った地区割等の見直しを検討されますよう要

望いたしますが、ご所見をお伺いいたします。 

 ３点目は、避難所の拡充についてであります。 

 今回、都が発表した被害想定によると、本区の被害予測は平成 15 年品川区地

域防災計画で想定した前提条件とマグニチュードは 0.1 上回り、7.3 ですが、そ

の他は同じ条件の午後６時、風速は毎秒６メートルで比較しますと、死者や負

傷者などはほとんど変わりませんが、避難所生活者の数が発生１日後では９万

9,763 人と現在想定している４万 4,798 人の約２倍となっております。この想定

をもとに、本区の避難所の現状を考えると、スペースがかなり丌足しているの

ではと心配になりますが、いかがでしょうか。 

 区では昨年、避難所確保のため、３つの私立中学・高校と協定を結ぶなど努

力をされていることは評価いたしますが、さらなる拡充を図るため、例えば大

崎再開発ビルなどの耐震性にすぐれ、スペースの広い施設などとも協定を結び、

企業の帰宅困難者の食糧等を区がかわって提供するなどの区内の企業・事業所

との協力体制をさらに構築されるよう提案いたします。それぞれご所見をお伺

いいたします。 

 ４点目は、エレベーター閉じ込め被害の防止対策についてであります。 

 先ほど触れました昨年７月の地震では、都内 42 基、区内１基のエレベーター

で閉じ込め事故が起きました。現在、区有施設のエレベーターで直営施設は、

４施設を除いて自動着床装置が設置済みとのことで、19 年度中にはすべてに設

置予定と聞いておりますが、指定管理者導入の公設民営の施設では未設置もあ

ると聞いておりますので、ぜひ早急に自動着床装置を設置するよう要望いたし

ます。 

 また、先日、全国初で都が閉じ込め被害防止対策を地域防災計画に盛り込む

との報道がありましたが、都の被害想定による本区のエレベーター閉じ込めは

333 台と予測されておりますので、都の対策も参考に、民間への呼びかけも含め

た区の防止対策を地域防災計画に組み入れるよう要望いたしますが、それぞれ

ご所見をお伺いいたします。 



 ５点目は、災害要援護者対策の拡充についてであります。 

 私は、これまで何度かこの件について質問し、取り組みの拡充を要望してま

いりましたが、特に平成 16 年第４回定例会では、高齢者や障害者とあわせて乳

幼児等への対応についても伺った際、故高橋区長から、「学校備蓄倉庨に粉ミ

ルクやおむつなどを備蓄しております」と答弁がありました。今回、都が防災

計画見直しに先立ち、都内の妊婦、乳幼児の母 400 人に対しアンケートを実施

したところ、災害時に望む行政対応について、１位が「乳幼児に配慮した備蓄

品（おむつ、ミルク、離乳食）」で 83％、２位は「乳幼児に配慮した避難所」

で 67.6％とのことで、避難所内での授乳場所の確保や防寒・避暑、衛生面の確

保の重要性を改めて感じております。 

 そこで、本区の防災計画に妊婦や乳幼児、そのお母さんの安全・保護を図る

ため、災害要援護者対策の中で明確に位置づけて、避難所内での安全確保の拡

充を要望いたしますが、ご所見をお伺いいたします。 

 次に、耐震改修促進計画の早期策定についてお伺いいたします。 

 先日の決算特別委員会で、東京都の耐震改修促進計画との整合性を図りなが

らも、できる限り早期に区の計画を策定されるよう要望した際、区長から、先

日の区長選に当たり、区内を駆けめぐった際、つぶさにまちの状況を見て、道

路が狭くて入れない地域の危険度を改めて実感されたとのお話を伺い、現場を

歩くことの大切さを示唆されたご答弁に賛意を表します。 

 私も今回の防災対策、なかんずく耐震改修促進計画についての質問をするに

当たり、この計画の根拠となる耐震改修促進法が成立するきっかけとなった阪

神・淡路大震災の被災地神戸にある「人と防災未来センター」を３年ぶりに訪

れました。防災未来館４階の 1.17 シアターでは、７分間にわたり、あの地震で

建物や高速道路等が一瞬にして破壊される様子を大型映像と大音響で、まるで

その場にいるような臨場感を持って体験する中で、本当に地震の恐ろしさ、特

に建物が倒壊した場合には、人間ではどうすることもできない無力さを痛感し、

事前の耐震対策の重要性を改めて感じて帰ってまいりました。 

 私は、これまで何度も耐震対策の重要性については、議会で取り上げ、要望

してまいりました。今回の決算特別委員会では、区として促進計画策定を検討

されるとのお答えをいただきましたが、改めて防災対策のかなめでもあり、区

民の生命を守る耐震対策を促進させるため、品川区の耐震改修促進計画の早期

策定を重ねて要望いたしますが、ご所見をお伺いいたします。 

 次に、近隣セキュリティシステムの拡充についてお伺いいたします。 

 昨年 12 月、区内の全区立小学校に近隣セキュリティシステムが導入され、１

年がたとうとしております。この間、予定していた協力者も確保され、今年度

には研修会が実施されるなど、ますます地域を挙げて子どもたちを見守る力が



拡大していくことは、大変に心強く感じております。そこで、さらなるシステ

ムの拡充を求めて何点かお伺いします。 

 １点目は、「まもるっち」の信頼性確保についてであります。 

 ことし７月に位置精度向上と通信エリアの拡大を図るため、ＧＰＳ機能を持

った「新まもるっち」への変更が行われましたが、一部でふぐあいが生じたた

め、この 11 月から再度、「まもるっち」の交換が全小学校で行われております。

また、以前にも充電器のふぐあいなど一部で心配の声も聞かれましたが、今回

の件で、そうした声が広がることのないよう、しっかりとした対応を要望いた

しますが、具体策とあわせてお伺いいたします。 

 ところで、以前から誤報が多い状況を聞いておりますが、ある保護者から、

いざというときに故障等でつながらないと心配なため、あえて確信犯的にピン

を引いて試しているとの話を聞き、同様の保護者も結構おられるのではないか

と感じております。 

 そこで、今回の「まもるっち」交換時にクラスの代表何人かにモデル的にピ

ンを引いてもらい、ふぐあいがないかの確認を行うよう提案いたします。それ

ぞれご所見をお伺いいたします。 

 ２点目は、中学生希望者への「まもるっち」の配布についてであります。 

 この件は何名かの保護者から要望を受け、登下校中などに嫌な経験をした児

童を持つ親からは特に強い要望をいただきました。あまり過保護になり過ぎて

も、親や本人のためにならない場合もあろうかと思いますが、中学１年生の女

の子の中には小学生と体格的にも変わらず、親にとっては心配な面もあること

は理解できます。私は、昨年の第３回定例会で私立小学校児童の希望者への配

布について要望し、本年２月から実施されておりますが、ぜひこうした保護者

の思いを受けとめていただき、「まもるっち」を中学生の希望者へも配布され

ますよう要望いたしますが、ご所見をお伺いいたします。 

 ３点目は、システム活用の拡充についてであります。 

 最近、いじめの問題が大きく報道されておりますが、本来いじめが起きない

社会を大人が築いていくことが何より大事であることは言うまでもありません。

しかし、残念ながら現状では、いじめは厳然と存在します。アンケート等を見

て、親や教師・友達等、だれにもいじめの悩みを相談できない子どもたちが多

いことに改めて驚いております。こうした子どもたちの悩みを受けとめるため

に、品川でもチャイルドライン等の子ども専用の相談窓口が設置されており、

さらなる周知を要望いたしますが、追い詰められて迷いの中にいる子どもたち

が、いざというときに速やかに相談できる窓口の拡充のため、「まもるっち」

を活用したいじめや虐待等の相談体制の整備を提案いたします。ご所見をお伺

いいたします。 



 最後に、西大井駅の改札口増設と原踏切の地下道設置についてお伺いします。 

 西大井駅改札口の増設については、平成 15 年第４回定例会でも要望いたしま

したが、その際の答弁は、「ＪＲに再三要望しているが、ＪＲ側の見解は極め

て困難」とのことでした。 

 私は、今回質問するに当たり、朝のラッシュ時に調査を行った結果、８時か

ら９時の１時間に前回同様 22 本の列車が停車し、通過列車を含めると約 30 本

が通過する中、踏切が開いている時間は 20 分弱と、まさに開かずの踏切状態の

中、踏切が開くと、待ってましたとばかりに車や自転車、歩行者が狭い踏切の

中でわれ先にと通り過ぎる姿は、このままではいつか大きな事故につながりか

ねないとの思いを強く抱きました。 

 そこで、地域の大勢の方々から要望いただいている西側の改札口設置をＪＲ

に粘り強く働きかけるとともに、原踏切によってできているバリア解消のため、

歩行者や自転車が踏切に関係なく自由に通行できる地下道の設置を提案いたし

ますが、それぞれご所見をお伺いいたします。 

 以上で、私の質問を終わります。ご清聴ありがとうございました。（拍手） 

                  〔区長濱野健君登壇〕 

 

＜答 弁＞ 

◯区長（濱野健君）  

まず、（仮称）品川区文化芸術振興条例の早期制定に関するご質問にお答え

を申し上げます。 

 「平和で活力ある緑ゆたかな住みよいまち品川」を構築するためには、心豊

かな区民、活力ある地域社会が前提であり、このため、文化・芸術の振興は重

要な施策であると考えております。また、区民憲章の中でも、「文化の香り豊

かな近代都市を目指す」とうたっており、この精神に基づきまして、これまで

も区民の皆様の各種文化活動に対して、支援や場の提供を進めてまいりました。

文化・芸術事業を所管する各部門におきましても、地域の伝統や歴史に根ざし

た文化の掘り起こし、継承、これらを大切にするとともに、文化的視点を取り

込んだイベントを実施するなど、文化振興に関し積極的に実施してきていると

ころでございます。 

 ご提案の条例の制定でありますけれども、文化・芸術の大切さにつきまして

は、十分に認識しておりますし、また、事業につきましても積極的に実施して

おりますけれども、条例という形が最適かどうかということを含めまして、い

ましばらく検討させていただきたいと考えているところでございます。 

 次に、文化・芸術コーディネーターの導入についてのお尋ねにお答えいたし



ます。 

 現在、区民の方々の文化・芸術活動や生涯学習活動についての場の紹介や行

政の支援にかかわる情報提供、相談の窓口としては、生涯学習課の職員が相談

等に当たっているところでございます。このほか、区民管弦楽団や合唱連盟、

茶華道文化協会等への団体支援や区民作品展の開催、委託学級等を通して、文

化活動の支援についても努力しているところでございます。また、教育委員会

主催の講座等には、各分野の専門の方々やボランティア登録している区民の

方々にも講師をお願いしているところでございます。 

 このようなことから、文化・芸術活動専門のコーディネーターを今すぐ配置

する考えはありませんが、生涯学習全般にわたるコーディネートのあり方につ

きましては、今後、生涯学習相談機能の充実とあわせて検討してまいります。 

 なお、一般職の任期付職員制度につきましては、平成 14 年に制定されました

地方公共団体の一般職の任期付職員の採用に関する法律によって、高度の専門

的な知識経験またはすぐれた識見を有する者を一定の期間採用し、活用するこ

とで、行政運営を能率的に行うための選択の幅が広がったものであります。い

ずれにいたしましても、団塊世代の大量退職に対応する人材確保の一環として、

民間委託の推進や再任用職員の活用などとあわせまして、研究してまいります。 

 最後に、子どもたちに本物の芸術に触れるための機会を拡充することについ

てお答えを申し上げます。 

 子どもにかかわるさまざまな問題が取り上げられる中で、子どもたちが文

化・芸術に触れる機会を多く持つことは、情操教育の面あるいは豊かな心をは

ぐくむ上でも大変有意義であると認識をしているものでございます。 

 既にご案内のとおり、全区立小中学校を対象として実施している音楽鑑賞教

室においては、オーケストラの生演奏を聞く機会を設けており、演劇鑑賞教室

では、劇団四季などの演劇あるいは子ども歌舞伎教室を通して古典芸能を鑑賞

しているところでございます。鑑賞後の感想文には、本物が持つ迫力に圧倒さ

れた、すばらしさに感激したなどの記述も多く見られ、子どもたちの感性に大

きな刺激を不えたことがうかがえるものでございます。 

 これからも教育委員会を通じまして、各校の教育課程の関連を重視しつつ、

鑑賞教室や市民科の授業など、さまざまな場面で本物の文化や芸術に触れる機

会をさらに充実させてまいるよう努力してまいります。 

 以上です。 

              〔区民生活事業部長山田恵美子君登壇〕 

 

 

 



◯区民生活事業部長（山田恵美子君）  

私からは、防災対策のうち、地域防災計画の見直しと近隣セキュリティシステ

ムの拡充についてお答えいたします。 

 まず、都の被害想定の活用についてのお尋ねですが、今回の都の被害想定に

ついては、昨年２月に国が発表した 18 パターンの首都直下地震の被害想定を受

けて、都は発生頻度の高いものとして東京湾北部地震および多摩直下地震を想

定しております。 

 区部を中心とした被害は、東京湾北部地震で顕著であり、品川区については

平成９年度発表のこれまでの被害想定と比較すると、建物被害、火災焼失につ

いてはほぼ横ばい、人的被害の死者および負傷者は減っているものの、避難所

生活者や帰宅困難者がふえているとの認識をしているところであります。 

 このような想定をもとに、地域防災計画の改訂準備を進めておりますが、都

は現在、エレベーター対策、安全対策などの諸課題について、10 の部会を含め

た検討組織を設置し、防災関係者を集めて検討を進めており、修正の発表は来

年５月以降と聞いております。したがいまして、都との整合性を図っていく必

要性からも、こうした動向に常に注目し、区の地域防災計画に漏れなく反映さ

せていきたいと考えてございます。その際、都が取り入れました 250 メッシュ

データについても、都と連携しながら、区の計画に活用できるかどうか、十分

検証してまいります。 

 次に、広域避難場所の見直しについてですが、都は５年ごとに広域避難場所

の見直しを進めておりますが、これまでも町会などから寄せられた要望、意見

等を含め、区としての考え方を都に申し入れをしております。すべてにわたっ

て区の要望が実現されたものにはなってはございませんが、今回の見直しに当

たりましても、地域の要望を踏まえた要請を粘り強くしてまいります。 

 次に、避難所の拡充についてですが、今回の被害想定によると、大幅な避難

所生活者の増加が予想されておりますが、基本的には現在の区立小中学校を指

定した町会の割り振りを継続しつつ、避難者があふれた場合については、災害

時協定を結んでおります都立学校、私立学校などで対応するとの基本方針をも

とに、柔軟に対応していく考えでございます。さらに、今後の対応としては、

保育園等の区立施設や民間などの収容可能な施設についても避難所として活用

できないか、積極的に検討してまいります。 

 また、企業、事業所とは現在「地域防災三者連絡会議」を設置し、地域、事

業所、行政が協力してできる防災対策を検討しておりますが、一部の事業所と

は緊急物資や避難所の提供などの具体的な協力関係を築きつつありますので、

議員ご提案の趣旨も踏まえまして、連携を深めてまいります。 

 次に、エレベーター閉じ込め防止対策については、都市型災害への対応とし



て、今回の区における地域防災計画改訂の重点項目の１つとして取り上げてお

り、都とも連動した対策を今後盛り込んでいく予定であります。 

 また、指定管理者により管理している区有施設についても、ほとんどのエレ

ベーターに自動着床装置を設置しておりますが、一部未設置の施設については、

できるだけ早期に整備をしてまいります。 

 次に、災害要援護者支援の拡充についてですが、災害要援護者の範囲は広く、

高齢者、障害者だけではなく、乳幼児にも配慮した対策として、これまでも粉

ミルクなども配備してまいりましたが、避難所での安全確保については、今後

検討すべき課題の１つであることは十分認識をしております。 

 現在、都では、検討課題の１つとして取り上げており、区としても検討を進

めてまいりますが、避難所での対応については、基本的には避難者同士の理解

と協力体制が丌可欠でございます。品川区においては、すべての学校避難所で

避難所連絡会議を設置しておりますので、今後、本会議にも必要に応じ、安全

確保についても課題として提起し、検討を重ねてまいります。 

 次に、近隣セキュリティシステムの拡充についてのご質問にお答えいたしま

す。 

 まず「まもるっち」の信頼性確保についてですが、委員ご指摘のとおり、近

隣セキュリティシステムは本年７月、ＰＨＳ通信網からＧＰＳ機能つきの携帯

通信網へ変更し、７月３日から全児童に一斉に再配布したところでございます。

この間、ごく一部の機器について通信ができないとの指摘があり、区で回収し、

業者において調査をさせたところ、「まもるっち」子機内の一部の部品にふぐ

あいがあったことが判明いたしました。大部分の「まもるっち」は通信可能で

ありましたが、万全を期すために、全児童への交換をするということにいたし

ました。その上で、そのほかにも支障が生じないかどうかの調査をいたしまし

て、迅速な交換方法を検討し、さる 10 月 27 日から各学校において順次交換作

業を進め、予定どおり 11 月 20 日に終了したところでございます。今後とも機

器やシステムなどのふぐあいが発生した場合には、迅速に原因を究明し、早急

な対応がとれる体制整備を図ってまいります。 

 また、今回、納品前に交換時期の早い学校６校分については各 20 台を、さら

に納品時には全 40 校分から各３台を抜き取り、計 240 台について発報テストを

実施し、ＧＰＳ機能を含め、すべて正常に作動することを確認いたしました。

今後につきましては、信頼性を高めるため、故障等の場合を想定するなど、定

期的な点検のあり方について検討してまいります。 

 次に、中学生希望者への配布につきましては、ご指摘のとおり、特に女子に

ついて犯罪の対象となる懸念があることは認識をしております。その一方で、

中学生にまで「まもるっち」を持たせることは、生徒の自立を妨げるのではな



いかとのご意見もありますので、多様な観点から関係機関と協議し、検討して

まいります。 

 最後に、いじめ、虐待等へのシステムの活用でございますが、ご案内のとお

り、現行システムは丌審者による連れ去り、つきまといなどから子どもを守る

ことを目的として組み立てられております。緊急事態からの救出という類似点

はあるものの、いじめや虐待への対応となりますと、受信体制の整備をはじめ、

周知や指導の内容、方法などに関するさまざまな課題がございます。 

 いじめなど痛ましい事態への的確な対応を図るため、引き続き学校における

指導や相談体制等の充実に努めてまいりますが、「まもるっち」につきまして

は、従来どおり、本来の導入目的に沿った利用を指導してまいります。 

 なお、「まもるっち」の運用に当たりましては、想定外のケースで発報を受

ける場合もありますことから、その際は適切な対応をできるよう、今後も努め

てまいりたいというふうに考えてございます。 

              〔まちづくり事業部長福田法光君登壇〕 

 

◯まちづくり事業部長（福田法光君）  

それでは、防災対策についてのご質問のうちの耐震改修促進計画の早期策定

と西大井駅の改札口増設、それから、原踏切の地下道設置についてお答えいた

します。 

 初めに、耐震改修促進計画についてでございますが、都は現在、耐震改修促

進法の規定によりまして、都としての耐震改修促進計画の策定に向けた検討を

進めておりまして、今後、パブリックコメントなどの手続を経て、来年の２月

に公表されると聞いておりますが、この計画は広範囲に連担する東京の特性を

踏まえたものと思われますので、その一部を形成する区の計画はこれとの整合

を図る必要があると考えております。それと同時に、区は区内の実情に最も精

通した基礎的自治体として、地域の実態に即した促進計画を策定する役割があ

ると考えておりますので、これらの両面を念頭に置いて促進計画の早期策定に

努力してまいります。 

 次に、西大井駅改札口の増設についてでございますが、ご質問にございまし

た平成 15 年第４回定例会以降も、区は西口への改札口の設置をＪＲに対して要

望してまいりましたが、ＪＲは極めて困難との見解を変えておりません。しか

しながら、区は、西大井駅の乗降客数が湘南新宿ラインの停車が始まった平成

13 年度からの５年間で３割増加しているなどの状況の変化があると考えており

まして、この点を強調しつつ、引き続きＪＲに対して改札口の新設を強く働き

かけてまいります。 

 最後に、原踏切に歩行者と自転車用の地下道を設置することについてでござ



いますが、区はご指摘のような状況を解消するためには、議員同様、地下道の

設置が望ましいと考えておりますが、用地取徔の問題や将来この区域に整備さ

れる予定の補助 205 号線との整合を図る必要があることなどを考えあわせます

と、これは長期にわたる課題と考えざるを徔ません。 

 そこで、当面、ＪＲに対して、踏切の拡幅を重ねて働きかけるとともに、近

年開発されました列車の速度に応じて踏切の遮断時間が制御される「賢い踏切」

の設置を要望することによって、ご趣旨の実現に努力してまいります。 

 

＜再質問＞ 

 それぞれありがとうございました。 

 自席より１点だけ再質問をさせていただきます。 

 「まもるっち」のいじめ対策というか、いじめ対応ができないかという件に

ついてなんですが、確かにさまざまな課題があるということはよく私も認識し

ているつもりなんですが、いじめられて、言葉は悪いんですが、自殺する子ど

もたちというのは、親にも先生にも友達にも言えずに、そういうことになって

しまう。ただ、そのときに最後のとりでじゃないんですけれど、だれかに自分

の思いを伝えていきたいという、だれかもしかしたらとめてくれるんじゃない

か、そういう気持ちを持っている子どもも多分いると思うんですね。そのとき

にいろいろ取り組んでいただいている対策室の電話番号とか、チャイルドライ

ンですとか、命の電話等、子どもたちがふだんから持っていればいいんですが、

なかなかそういうときに、どこに、だれに助けを求めたらいいか、自分の苦し

い思いを伝えたらいいかというときに、何もない、それでは、もう死んじゃお

う、極端に言えばそういうことを防ぐ意味でも、「まもるっち」があれば、そ

れを引いたときに、その対応についても非常に難しいと思うんですが、だれか

とめることができないか、また、せっかくＧＰＳ機能がついていますので、そ

ういう電話があったときに位置の特定ができて、駆けつけて未然に防げるんじ

ゃないか、そういうことを思って質問させていただいたんですが、もう一度そ

のことについてご答弁いただいて終わりたいと思います。 

              〔区民生活事業部長山田恵美子君登壇〕 

＜答 弁＞ 

◯区民生活事業部長（山田恵美子君）  

「まもるっち」に関する再質問にお答えいたします。 

 いじめ、虐待に対して最終的なＳＯＳを子どもから発信する機器として非常

にすぐれているというところを評価していただいたということかと思っており



ますけれども、やはりこれについては、地域の中で子どもの安全を守るという

ことで、機器と町の方々の協力体制ということで組み立てをしてございます。

そうした意味では、いわゆる町の方々の協力体制の中で、こうしたいじめ、虐

待については全く触れずに協力員になっているということが１点と、それから、

センターの中で夜いないということ、日曜日もいないということで、発信はす

るけれども、受けとめが私どもはできないというところの限界もございます。

やはり原則は親と学校と友人という人間関係の中で、きちんと話し合いができ

るようなものを教育委員会の中で進めていくのが基本ではないかというふうに

考えてございます。 


